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教
育
行
政
執
行
方
針
に

�

つ
い
て

登
別
市
消
防
体
制
に

�

つ
い
て

子
ど
も
の
健
や
か
な

�

成
長
の
た
め
に

一 般 質 問
議員12名が市政を問う

平成２９年第１回定例会

　
本
市
の
小
中

学
校
の
教
育
の

現
状
や
課
題
、

対
策
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

質
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

「
確
か
な
学
力
の
向
上
」
、
「
教
職

員
の
指
導
力
の
向
上
」
、
「
小
中
一

貫
の
取
り
組
み
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
ち
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

答
　
確
か
な
学
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
２
年
間
の
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
で
、
小
中
学
校
の
国
語

の
一
部
を
除
き
、
全
道
・
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育

課
程
課
題
検
討
委
員
会
に
お
い
て
指

導
方
法
の
工
夫
・
改
善
の
取
り
組
み

を
促
す
。
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
実

態
に
即
し
た
登
別
版
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

リ
ル
の
提
供
や
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
放

課
後
学
習
教
室
な
ど
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
学
力
向
上
の
対
策
を
引
き

続
き
支
援
し
て
い
く
。

　
消
防
・
救
急

救
助
体
制
に
は

市
民
の
期
待
も

高
く
、
市
民
の

安
全
安
心
を
守

る
た
め
に
も
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

質
　
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た

消
防
本
庁
舎
な
ど
の
計
画
・
進
捗
は
。

答
　
現
在
、
登
別
温
泉
支
署
と
登
別

支
署
を
統
合
し
た
支
署
の
建
設
を
優

先
的
に
進
め
て
い
る
。
消
防
本
庁
舎

の
計
画
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
防
災

セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た
規
模
や
建

設
地
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

質
　
老
朽
化
し
た
各
施
設
の
適
正
配

置
と
効
率
的
な
出
動
体
制
確
立
の
考

え
は
。

答
　
消
防
本
庁
舎
の
老
朽
化
や
将
来

の
人
口
減
少
を
見
据
え
、
幌
別
・
鷲

別
の
両
地
区
を
一
体
的
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
施
設
の
規
模
や
車
両
、

職
員
の
適
正
な
配
置
、
地
震
・
津
波

な
ど
の
自
然
災
害
を
視
野
に
入
れ
、

建
設
な
ど
を
検
討
す
る
。
指
令
台
の

更
新
が
必
要
と
な
る
平
成
37
年
度
を

一
つ
の
目
安
に
進
め
た
い
。

　
質
問
に
先
立

ち
、
北
海
道
が

行
っ
た
「
子
ど

も
の
貧
困
に
関

す
る
全
道
実
態

調
査
」
を
さ
ら
に
実
効
性
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
、
登
別
市
独
自
の
調

査
を
行
う
こ
と
で
、
子
育
て
支
援
に

役
立
つ
施
策
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
提
案
し
ま
し
た
。

質
　
小
中
学
校
入
学
時
の
ラ
ン
ド
セ

ル
や
制
服
、
指
定
学
用
品
な
ど
の
購

入
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

保
護
者
に
は
経
済
的
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
就
学
援
助
制
度
の
う
ち
新

小
学
１
年
生
と
新
中
学
１
年
生
に
支

給
さ
れ
る
「
新
入
学
準
備
金
」
の
支

給
時
期
を
早
め
る
考
え
は
。

答
　
平
成
27
年
度
か
ら
事
務
の
工
夫

を
図
り
、
支
給
時
期
の
前
倒
し
に
努

め
て
い
る
。
平
成
29
年
度
は
小
学
校

が
４
月
28
日
こ
ろ
、
中
学
校
は
昨
年

度
よ
り
さ
ら
に
１
週
間
程
度
早
め
、

４
月
20
日
こ
ろ
に
支
給
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
。
ま
た
、
国
の
要
保
護
児

童
生
徒
援
助
費
補
助
金
の
単
価
改
定

に
伴
い
、
増
額
や
認
定
世
帯
の
拡
充

を
図
る
。
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国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

今
後
の
福
祉
施
策
に

�

つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

�

今
後
は

子
ど
も
の
社
会
参
画
の

�

促
進
を

全
市
観
光
に
つ
い
て

質
　
財
源
不
足

の
要
因
は
。

答
　
被
保
険
者

の
人
数
と
所
得

の
減
少
に
よ
り
、

保
険
税
収
入
が
減
少
し
て
き
た
こ
と

や
、
本
市
に
有
利
な
制
度
が
改
正
さ

れ
交
付
金
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
、

医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
主

な
要
因
。

質
　
本
市
に
お
け
る
１
人
当
た
り
の

保
険
税
負
担
率
は
。

答
　
平
成
26
年
度
で
は
18
・
９
％
。

質
　
平
成
27
年
の
300
人
以
上
雇
用
の

企
業
が
加
入
す
る
健
保
組
合
の
負
担

率
は
５
・
６
％
、
ま
た
主
に
中
小
企

業
が
加
入
す
る
協
会
け
ん
ぽ
の
負
担

率
は
７
・
６
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。

登
別
市
の
国
保
加
入
世
帯
の
約
７
割

が
保
険
税
の
軽
減
基
準
に
該
当
す
る
、

い
わ
ゆ
る
低
所
得
者
で
あ
る
が
、
市

の
「
保
険
税
負
担
率
は
高
い
」
こ
と

と
、
市
民
の
「
国
保
税
は
高
い
」
と

い
う
声
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
　
特
に
低
所
得
者
の
生
活
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
と
承
知
し
て
い
る
。

質
　
人
口
減
少

に
伴
い
、
支
え

る
側
と
支
え
ら

れ
る
側
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
厳
し

く
な
っ
て
く
る
。
幅
広
い
担
い
手
の

確
保
と
し
て
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答
　
地
域
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
有
効
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
協
議
体
で
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

質
　
認
知
機
能
検
査
と
体
力
検
査
、

体
組
織
チ
ェ
ッ
ク
、
採
血
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
「
脳
と
か
ら
だ
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
を

行
う
考
え
は
。

答
　
高
齢
化
と
と
も
に
認
知
症
な
ど

の
高
齢
者
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る

中
、
心
身
と
も
に
健
康
で
高
齢
期
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
認
知
症
予
防
対
策
事
業
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
今
後
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る

考
え
方
と
「
登

別
市
地
熱
利
用

検
討
会
」
の
今
後
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
　
国
は
温
暖
化
対
策
や
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
電
源
構
成
の
確
立
に
向
け

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
取
制
度
の
低
減
を
図
る
な
ど
、

政
策
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
国
の
動
向
を
踏
ま
え

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
取

り
組
む
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

　
登
別
市
地
熱
利
用
検
討
会
の
今
後

に
つ
い
て
は
、
温
泉
熱
や
地
熱
の
利

用
に
積
極
的
な
市
内
事
業
者
を
中
心

に
、
市
民
を
交
え
な
が
ら
学
習
の
場

を
設
け
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
市
民
や
事
業
者
の
視
点

か
ら
利
用
策
を
検
討
す
る
場
と
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
「
登
別
市
地
熱
利
用
検
討
会
」

を
「
登
別
市
地
熱
利
用
検
討
協
議
会
」

に
名
称
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

検
討
会
で
今
後
の
あ
り
方
を
協
議
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
教
育
に
お

け
る
豊
か
な
心

の
育
成
の
現
状

と
取
り
組
み
は
。

答
　
各
学
校
の

取
り
組
み
と
し
て
、
高
齢
者
と
の
世

代
間
交
流
や
、
障
が
い
者
団
体
の
方

々
に
よ
る
出
前
授
業
な
ど
、
価
値
あ

る
体
験
や
実
践
活
動
の
機
会
を
つ
く

り
、
心
の
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。

質
　
現
状
に
お
け
る
子
ど
も
の
社
会

参
画
の
場
と
、
社
会
参
画
す
る
こ
と

が
ま
ち
づ
く
り
に
与
え
る
効
果
は
。

答
　
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行
政
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
、
子
ど
も
た
ち
が

社
会
参
画
し
や
す
い
環
境
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
社
会
参
画
に
よ
り
、
私
た

ち
大
人
の
目
線
と
は
違
っ
た
発
見
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
気
づ
き
を
促
し
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

　
過
去
に
日
本

交
通
公
社
が

行
っ
た
住
民
意

識
に
関
す
る
調

査
・
研
究
に
よ

る
と
、
登
別
は
観
光
地
と
し
て
の
高

い
知
名
度
や
日
本
を
代
表
す
る
温
泉

を
有
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る

一
方
で
、
市
民
は
登
別
温
泉
に
は
行

き
づ
ら
い
と
い
う
意
見
も
多
く
、
市

民
に
と
っ
て
心
理
的
距
離
感
の
あ
る

存
在
と
い
っ
た
調
査
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　
こ
の
住
民
意
識
調
査
は
、
観
光
客

と
観
光
関
連
産
業
、
地
域
住
民
、
そ

し
て
行
政
の
４
者
間
の
関
係
性
を
定

量
化
す
る
こ
と
や
、
お
の
お
の
の

ニ
ー
ズ
と
意
識
の
把
握
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
観
光
が
地
域
に
も

た
ら
す
価
値
、
観
光
関
連
産
業
の
雇

用
環
境
、
生
活
の
質
へ
の
影
響
を
把

握
す
る
こ
と
な
ど
の
目
的
も
あ
り
、

活
用
す
べ
き
点
が
多
く
、
調
査
・
研

究
に
取
り
組
む
べ
き
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
市
か
ら
は
、
今
後

定
期
的
な
意
識
調
査
を
実
施
し
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

一 般 質 問

37 議会だより　でぃすかす


